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狛江はかつて街の中を六郷用水、野
川、清水川、岩戸川などが流れ、また
街のあちこちに水がわき出していた。
人々はこれらの豊かな水を農業だけで
なく、暮らしのさまざまな面に利用し
ていた。川のほとりに設けられた大小の
洗い場は、カブ、ダイコンなど畑で収穫した

野菜を出荷する前に洗って土を落とすの
に使われ、収穫期には農家の人々でにぎ
わいをみせた。農業以外にも広く使われ、
洗濯や道具の洗浄などのほか、飲み水に
もなっていた。また、洗い場は多くの人
が集うコミュニケーションの場や子どもた
ちの遊び場になるなど、暮らしの中にしっ
かりと根づいていた。昭和30年代に入っ
て都市化が急速に進むとともに、川の水
量が減少、わき水も次々となくなったが、
40年代後半から始まった下水道事業で
川が暗きょになり洗い場も消えた。
※本文の丸中数字は地図の所在地を示す

野菜洗うため資金出し合い整備

❶飯田久雄さん(88歳）トヨ子さん
（80歳・中和泉)の話　私の家

は六郷用水の洗い場を主に使いました。
父から聞きましたが、狛江は養蚕が盛
んだったのが、昭和初めの恐慌で絹が
暴落して野菜づくりが中心になり、桑畑
の多くが野菜畑になりました。簡単なも
のだった洗い場も、昭和4年に田中橋
を木の橋からコンクリートに造り直すと
き、洗い場の床や壁、階段などをコン
クリートにしました。主に松原の人がお
金を出し、壁には４０数人の寄付者の名
前が刻んでありました。洗い場の大きさ
は、川に面した長さが10m、奥行きが
4mぐらいで、道から４mぐらい下にあ
るため階段が１０数段あって、途中に踊
り場がありました。六郷用水は水の需要
に応じて水量が増減するので、洗い場
も２段になっていました。この洗い場を、

地元では「カワド（川処、川床）」と呼
んでいました。ダイコンやカブ、ネギな
ど土のついた野菜を洗うのに使いました。

ゴボウは洗うだけでなく、水につけてア
クを抜きました。ダイコンなどの収穫期
は、家族3人ぐらいで野菜をリヤカーに
積んでいきましたが、道から洗い場まで
野菜をかついで階段を上り下りするのが
たいへんでした。洗い場は一日中使われ
ましたが、狛江にあった市場へ出荷する
ため午前中は混みました。特に収穫期は
多くの農家がくるので洗い場もにぎやか
で、あいてないこともありました。野菜
を洗う以外にも使われましたが、使う場
所が決まっていて、食べ物などは洗い場
の上流側で、洗濯などは下流側を使いま
した。洗濯は、家で石けんを使って洗い、
用水で主にすすぎをしました。小さなも
のは家ですませ、大きなものが多かった
です。障子なども洗いました。用水は水
が冷たいので、冬は泉龍寺の弁財天池を
使いました。こちらはわき水で温かかっ
たからです。この洗い場は昭和30年代
なかばまで使われました。

生活に欠かせない便利な場所

❸栗原ケイさん(83歳・猪方)の
話　白幡菅原神社の東側を清水

川が流れていて、鳥居の前方に洗い場
がありました。幅１.5ｍぐらいの川に面
して長さ数ｍのコンクリート造りの洗い
場があり、２段になっていて水量に応じ
て使うようになっていました。水源がわ
き水のため、冬は温かく、夏は冷たく
て気持ちよかったです。約60年前に
およめに来たころは、モチ米が洗える
ほどきれいでした。農具やカブなどの
野菜も洗いました。洗濯をしながら、
近くの人とおしゃべりしたり、とにかく
生活に欠かせない便利な場所でした。
水が止まるなんて思いもしませんでし
たが、第二中学校ができた昭和42年
ごろに水がほとんど流れなくなり、残
念な思いをしました。

毎日のようにカブを洗い出荷

❹中島サクさん(93歳・駒井町)
の話　家の前を清水川が流れて

いて、洗い場がありました。うちの井
戸は古くて管がさびていたため、川の

水のほうがきれいで、それでお茶をい
れて飲みましたが、おいしかったです。
洗濯ものもきれいに仕上がるし、井戸
より川の水に頼ってました。秋からのカ
ブのシーズンには、機械をすえつけて
毎日のようにそこで洗っていました。洗
い終わるころ、仲買人がトラックで取り
に来て、三鷹の市場まで運んでいきま
した。

木が少なく明るかった弁財天池

❷大久保益男さん(83歳・元和泉)の話 
　戦前は、秋から春の農作物の収穫期

に農家の人が弁財天池の洗い場をよく使って
いました。洗濯をする人も多かったです。い
まは周りに木が茂っていますが、私が子ども
だった昭和10年代は木が少なくて日が差し
込んで明るく、暖かかったですね。池の水は
わき水で温かいので、冬は湯気が上がってい
ました。この池は清水川の源流なので、農家
の人が1年に2回集まって、池と川の掃除を
しました。掃除の後は宴会になって、生家は
飲み屋だったので、この日は料理やダンゴを
出したりしましたが、歌や踊りも出てにぎや
かで楽しかったです。戦後になって昭和30
年代には池の周囲も改修され、夏は子どもの
水遊び場になりました。

良質な水が豊富にわき出す

❺張堂完俊さん(59歳・岩戸南)
の話　昭和42年ごろ明静院に

きました。寺の周囲にわき水があり、
南側に水がたまって、長さ10ｍ、幅2
ｍぐらいの池のようになっていました。
水量も豊富で、夏は冷たく、冬は温か
くて、冬は湯煙が上がって幻想的な光
景でした。すごくきれいな場所で、近
くに越してきた人もあったほどです。道
から数段の階段を下りて使えるように
洗い場が作られていて、ダイコンなど
の野菜を洗うのに利用されていました。
あちこちの農家の人がきて、
冬などは日だまりでおしゃべ
りをしながら作業をするのど
かな風景が見られました。池
と寺の井戸は同じ水源だと思
いますが、水質が良くて、そ
の水ですった墨で字を書くと、
水道水より墨ののび方が違
い、余計に字が書けます。こ
の水で打ったソバも味が違い
ました。残念ながら、寺の周
囲のわき水は下水道工事のと
きに枯れてしまいました。

モチ米や馬も洗った

❺多田真帆さん(旧姓坂戸・82歳・
岩戸南)の話　明静院で生まれ

て育ったので、子どものころは、寺の
前の清水でよく遊びました。夏は兄弟
やいとこと、小魚やヤツメウナギを
捕ったりしました。ここは野菜を洗った
り洗濯をする農家の人が働く場所でも
ありました。田起こしのころには、近く
に馬を農家に貸す人がいて、農家の人
が馬を返す前に清水で洗っている姿を
見ました。暮れには農家の人がたくさ
んのモチ米を洗っていました。
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